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１．問題の所在
　平成 28年 8月 1日に公表された「次期学習指導要
領に向けたこれまでの審議のまとめ（素案）」（教育
課程部会教育課程企画特別部会資料 3－ 1）の中に、
次のような一文がある。
　　次期改定が目指すのは、学習の内容と方法の両
方を重視し、学習過程を質的に高めていくことで
ある。（26頁）
　学習においてその内容と方法がともに不可欠な要
素であることは、本来言を俟たない。にも関わらず、
「両方を重視し」ていると取り立てて記される背景
には、学習の方法の改善の手立てである、アクティ
ブ・ラーニングばかりが注目されていることがある
と思われる。
　この「審議のまとめ」のおよそ一年前に公表され
た「教育課程企画特別部会　論点整理」の中で、ア
クティブ・ラーニングの推進は、特定の型の押し付
けではないことが強調されている（1）。またアクティ
ブ・ラーニングの前提として、学習の内容面の理解
が不可欠であることは、アクティブ・ラーニングを
提唱する側からも発信されている（2）。加えて言えば、
アクティブ・ラーニングの導入は、教師による講義
の否定ではないことも繰り返し述べられている（3）。
　現行の学習指導要領においても、言語活動の充実
の前提として、基礎的・基本的知識を確実に習得さ
せることが求められている。しかし実際には、特定
の言語活動の方法ばかりに目が向けられてきた。
「審議のまとめ」や「論点整理」に見られる言説は、
こうした経緯を踏まえていると考えられる。
　「審議のまとめ」の一文の通り、学習の内容と方
法の両方が重視されるべきである。アクティブ・
ラーニング隆盛の今こそ、学習の内容の改善につい
て考究する意義は深い。
　国語科の学習の内容の改善として、筆者が着眼し
ているのは「語彙」である。「審議のまとめ」では、
語彙に関連して次のように記されている。
　　特に、小学校低学年の学力差の大きな背景に語
彙の量と質の違いがあるとの指摘がなされている。
また、考えを形成し深める力を身に付ける上で、
思考を深めたり活性化させたりしていくための語
彙を豊かにすることが必要である。小学校低学年
で現れた学力差が、その後の学力差の拡大に大き
く影響していることを踏まえると、語彙量を増や
したり伸ばしたりする指導の改善・充実を図るこ
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とが重要である。（70頁）
　どの語を、またどれくらいの数の語を身に付けれ
ば、「語彙を豊かに」させることができたと言えるの
かについて、具体的な記述はこれまでの学習指導要
領にはない。実証的なデータをもとに、量と質の両
面を満たす、指導すべき語彙の具体的な提案を行っ
ていきたい。また「指導の改善・充実」とあるように、
語彙指導のための教材や学習指導の展開例なども、
より具体化していく必要がある。
　また「審議のまとめ」では、特に小学校での語彙
指導の充実を提唱しているが、中学校、高等学校を
通した語彙の指導体系の整備が必要であることは言
うまでもない。語彙指導の校種・学年・ジャンルを
見直し、校種・学年・ジャンルごとに指導すべき語
彙を明らかにしていく必要がある。
２．研究課題
　⑴　語彙選定の方法
　本研究の目的は、中学校全教科の教科書の中から
指導すべき語彙を選定し、その指導法を考察するこ
とにある。前節に沿って言えば、主に語彙の質の面
に関する研究である。学習の必要性があると判断で
きる語彙を選び、指導事例を述べる。
　語彙選定の方法としてまず、前学習指導要領下の
中学校全教科の教科書（以下、2005年度版と呼ぶ）
の語彙と、現行学習指導要領下の中学校全教科の教
科書（以下、2013年度版と呼ぶ）の語彙の比較を
行う。2005年度版と比べて頻度が高く、統計的に
有意差があると判断できる 2013年度版の語彙を抽
出する。さらに一般社会での使用状況と照応し、指
導すべき語彙を精選する。
　2005年度版の教科書コーパスは、国立国語研究
所を中心とした特定領域研究「日本語コーパス」
（2006～2011年度）内のプロジェクトである、「言語
政策班」（代表：田中牧郎氏、現明治大学）によっ
て整理されている（4）。筆者もそのプロジェクトの一
端に参画している。また別に筆者は、科学研究費の
助成を受け、2013年度版の中学校教科書のコーパ
スを作成した（基盤研究 C「実社会と他教科に資す
る漢字・語彙指導法の確立」、課題番号 25381226、
2013～2015年度）。
　この 2つのコーパスの語彙を比較する。そのため
にまず、教科書における頻度を一覧できる「中学校
教科書対照語彙表」を作成する。この語彙表作成の
作業には、科研費研究の連携研究者であった、国立
国語研究所の近藤明日子氏の協力を仰いだ。「中学
校教科書対照語彙表」を分析し、教科別、品詞別の
語彙の在り様を整理する。さらに「現代日本語書き
言葉均衡コーパス」のデータを活用して、教科書の
語彙の一般社会における使用状況を調査する。
　⑵　研究の意義
　本研究は以下の 2点で、国語科教育の立場として
他の教科教育に貢献できると考えている。
　・各教科書の語彙の実態の提示
　・国語科で指導すべき他教科の語彙の把握
　学習指導要領の改訂に伴う、教科書の語彙変化の
実態を提示することで、各教科の学習の、専門内容
の変化を具体的にすることができる。また語彙の観
点から、各教科教育研究に、従来にはない示唆を与
えることができると考えている。
　また国語科の立場で特に着目しているのは、各教
科の専門用語以外の、学習に必要な語彙である。そ
うした語彙の指導を、国語科の学習に取り込む必要
がある。言語活動の方法のみならず、他教科の学習
に必要な言語そのものの指導を行うことも、国語科
の重要な役割である。また別に、他教科の学習に必
要な語彙を知ることは、教科担任制が敷かれている
中学校国語科教員にとって、他教科の学習内容を知
る機会にもなり得るだろう。
　さらに本研究を、今後の学習基本語彙の選定につ
なげていきたいと考えている。学習基本語彙の選定
のためには、各教科、一般社会、児童生徒の語彙の
実態を把握する必要がある。年度の異なる教科書の
語彙の比較は、各教科の語彙の実態をつかむための
一方策となる。学習指導要領の変化に伴う、教科書
の語彙の変化を見ていくことで、時宜に応じた、学
習に必要な語彙を明らかにできると考えている。
河　内　昭　浩52
　またすでに述べたように、本研究は学習の内容面、
語彙の考察である。しかし同時にこうした語彙への
視座は、近年求められている学習の方法である、ア
クティブ・ラーニングを取り入れた学習指導の構築
においても重要であると考えている。
　溝上（2014）では、アクティブ・ラーニングを「一
方向的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学
習を乗り越える意味での、あらゆる能動的な学習の
こと。能動的な学習には、書く・話す・発表するな
どの活動への関与と、そこで生じる認知プロセスの
外化を伴う。」（7頁）と定義している。また「認知プ
ロセス」とは、「知覚・記憶・言語・思考といった心
的表象としての情報処理プロセスを指す」（10頁）
としている。授業実践の場では「能動的な学習」を、
「書く・話す・発表するなどの活動」の有無のみで
判断しがちである。しかし「認知プロセス」の側面
を含めて考えるとき、アクティブ・ラーニングには、
言語を通じた思考や、言語そのものに対するメタ認
知といった、外化に至る内面の充足が必要であるこ
とが分かる。思考や表現のために必要な語彙を明確
にして、学習指導の俎上に乗せることは、アクティ
ブ・ラーニングが、いわゆる活動主義に陥らないた
めの要点になるのではないかと考えている。
　また各教科の教科書の語彙は、各教科の学習で得
た学習者自身の保有する知識でもある。しかし各教
科の学習で得た知識は多くの場合孤立していて、そ
れぞれの学習の場でしか生かされていない。各教科
で得た、語彙という既有知識を内的に連関させるこ
とで、児童生徒の理解、思考、表現は一層深まって
いく。筆者は以前から、各教科の教科書の語彙を、
作文学習に生かす取り組みを続けている（河内
2010など）。各教科の教科書の語彙が、アクティブ・
ラーニングを取り入れた授業開発の起点にもなり得
る。そうした観点からも、教科書の語彙を整理して
いきたい。
３．コーパスと語彙表の概要
　2005年度版、2013年度版ともに、中学校全教科
各 1冊の教科書の日本語部分を対象として、コーパ
スを作成した。どちらも同じ様式で電子化している。
例えばともに、図表、数式、付録などは対象外とし
ている。詳細は、田中・近藤・平山（2011）に詳し
い。電子入力した教科書本文を、UniDic（5）を用い
て解析している。UniDicは、「日本語テキストを単
語に分割し、形態論情報を付与するための電子化辞
書」（国立国語研究所 HP参照）である。ただし
UniDicは適宜改訂されているので、2005年度版と
2013年度版を、厳密に同じ辞書で解析したとは言
えない。また UniDicは、短単位という最小単位を
採用している。そのため例えば、「電子化」という語
は、「電子（普通名詞）」と「化（接尾辞）」に分けて
解析される。
　次に、2つのコーパスにおける語彙の頻度を比較
するために、「中学校教科書対照語彙表」を作成した。
語彙表の内容を、「挨拶」の語を例に示す。
　語彙素読み：アイサツ　語彙素：挨拶
　語種：漢語　品詞：名詞－普通名詞－サ変可能
　［2005年度版］全体：38　国語：21　数学：0　理
科：0　社会：4　外国語：10　技術家庭：3　芸
術：0　保健体育：0
　［2013年度版］全体：79　国語：38　数学：0　理
科：0　社会：8　外国語：25　技術家庭：5　芸
術：2　保健体育：1
　上記のように語彙表によって、語の語種、品詞、
2005年版、2013年度版での全体並びに各教科での
頻度などを知ることができる。またこの表により、
2つのコーパスの語彙の頻度の比較も可能になる。
　以下に、2005年度版、2013年度版両コーパスで
扱った各教科の教科書の冊数、教科ごとの異なり語
数と延べ語数とその割合、品詞別の語数とその割合
を一覧にして示し、概要を述べる。
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表１　教科書の冊数
年度版 全体 国語 社会 数学
2005 28 5 3 3
2013 26 4 3 3
理科 芸術 保体 技家 外語
4 7 1 2 3
3 7 1 2 3
表２　延べ語数
年度版 全体 国語 社会 数学
2005 740903 171408 171510  83853
2013 1124837 234042 281827 101477
理科 芸術 保体 技家 外語
106776 53444 38693 101308 21911
211131 74310 43153 152171 26696
表３　異なり語数
年度版 全体 国語 社会 数学
2005 23898 13150 9735 1954
2013 27533 15500 11610 2421
理科 芸術 保体 技家 外語
4537 6010 3718 6296 2141
6441 6414 3723 8465 2371
表４　延べ語数、異なり語数増加率（2005→ 2013）
延・異 全体 国語 社会 数学
延　べ 1.50 1.37 1.63 1.21
異なり 1.15 1.18 1.19 1.24
理科 芸術 保体 技家 外語
1.98 1.39 1.12 1.50 1.22
1.42 1.07 1.00 1.34 1.09
表５　異なり総数（全体）に占める割合（％）
年度版 全体 国語 社会 数学
2005 100.0 55.0 40.7 8.2
2013 100.0 56.3 42.2 8.8
理科 芸術 保体 技家 外語
19.0 25.1 15.6 26.3 8.6
23.4 23.3 13.5 30.7 9.0
表６　品詞異なり語数・2005年度版
品詞 全体 国語 社会 数学
体　言 18926 9222 7704 1298
用　言  3294 2534 1299  366
自立語 　635  548  223 　72
理科 芸術 保体 技家 外語
3230 4562 2518 4618 1499
 859  937  797 1097  383
　123  147  115  160 　73
表７　品詞総数（全体）に占める割合・2005年度版
品詞 全体 国語 社会 数学
体　言 100.0 48.7 40.7  6.9
用　言 100.0 76.9 39.4 11.1
自立語 100.0 86.3 35.1 11.3
理科 芸術 保体 技家 外語
17.1 24.1 13.3 24.4  7.9
26.1 28.4 24.2 33.3 11.6
19.4 23.1 18.1 25.2 11.5
表８　品詞異なり語数・2013年度版
品詞 全体 国語 社会 数学
体　言 22012 11153 9406 1672
用　言  3735 2882 1506  426
自立語 758  644  197  104
理科 芸術 保体 技家 外語
4772 4793 2582 6403 1692
1089 1119  761 1403  406
 175  174  114  221 　80
表９　品詞総数（全体）に占める割合・2013年度版
品詞 全体 国語 社会 数学
体　言 100.0 50.7 42.7 7.6
用　言 100.0 77.2 40.3 11.4
自立語 100.0 85.0 26.0 13.7
理科 芸術 保体 技家 外語
21.7 21.8 11.7 29.1  7.7
29.2 30.0 20.4 37.6 10.9
23.1 23.0 15.0 29.2 10.6
　表 1は扱った教科書の冊数を示している。中学校
全教科の各 1冊の教科書を扱うという方針は、2005
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年度版、2013年度版とも同様である。国語は「書道」
の教科書が分冊であったものが合冊になったことに
よって、数に違いが生じている。
　表 2・表 3は、全体及び各教科の延べ語数及び異
なり語数を示している。2005年度版と比べて 2013
年度版では、延べ語数、異なり語数とも増加してい
る。表 4にその増加率を示した。教科別にみると、
理科の増加率が特に高いことが分かる。理科の増加
の傾向は、表 5以下にも表れている。ただし本コー
パスにおける語数の増加が、そのまま学習内容や教
科書の語彙量の増加を示しているとまでは言えない。
2005年度版、2013年度版とも同じ方針で日本語部
分をコーパス化したが、例えば図表と判断した部分
などを、厳密に同じ手続きを取ったかどうかまでは
検証できていないためである。
　表 5は、異なり総数（全体）に占める各教科語数
の割合を示したものである。2005年度版、2013年
度版とも国語の割合は 50％台である。異なる言い
方をすれば、国語の教科書だけでは、中学校全教科
の教科書の語彙の半数強しか学べないということに
なる。また年度比較では、理科に加え、技術・家庭
科における増加の傾向が高い。
　表 6～9は、品詞別の語数とその割合を示してい
る。「体言」（名詞・代名詞）、「用言」（動詞・形容詞・
形容動詞）、「体言・用言以外の自立語」（接続詞・感
動詞・副詞・連体詞）に分類して、語数とその割合
を示した。表 7・表 9の全体に対する国語の割合を
見ると、体言（名詞・代名詞）における割合が、他
と比較して低いことが分かる。他教科の教科書の体
言の中に、国語科の学習に取り入れるべき語彙が多
くあるのではないかと推測される。また異なり語数
同様に、年度別では理科、技術・家庭科に高い増加
の傾向が見られる。
４．対数尤度比検定
　2005年度版と比較して、2013年度版の教科書に
特徴的に出現している語を統計的に知るために、本
研究では対数尤度比検定（G²）を行った（6）。
　G²= 2×［｛実測値×（実測値の自然対数－期待値
　　　　　 の自然対数｝の総和］
　両版との間で、有意水準 1％並びに 0.1％で「有意
差あり」（p<.01）と判断でき、かつ 2005年度版より
も 2013年度版で頻度の高い語を抽出し、全体並び
に教科ごとの頻度や用例を検討することとした。検
定結果の例は以下の通りである。（表 10）
表10　一般名詞・対数尤度比検定表・一部
読み 語彙 語種 2013 2005 G² 自由 p値
ヘ ン カ 変化 漢 1305 740  12.56 1 0.0004
カンケイ 関係 漢 927 510  12.36 1 0.0004
シャカイ 社会 漢 890 441  26.78 1 0.0000
カンキョウ 環境 漢 847 461  12.52 1 0.0004
ガクシュウ 学習 漢 798 385  25.12 1 0.0000
チ ホ ウ 地方 漢 752 257 102.56 1 0.0000
ギジュツ 技術 漢 703 310  73.78 1 0.0000
ブ ン カ 文化 漢 656 310  25.88 1 0.0000
　本稿では特に、2013年度版で特徴的に表れる一
般名詞について検証する。前節で述べたように、他
教科の教科書の体言の中に、国語の学習に取り入れ
るべき語彙が多くあると想定されるからである。ま
た固有名詞等よりも、国語の学習に取り込む必要の
ある語がより多いと考えられる一般名詞を、特に取
り扱うことにした。
　まず 2005年度版、2013年度版の各語の総数につ
いて、対数尤度比検定を行った。検定により有意差
があると判定できた語をここでは 2013年度版特徴
語と呼ぶ。さらに教科ごとの頻度についても判定を
行った。有意差があると判定できた該当教科を特徴
教科と呼ぶ。
　2013年度版特徴語及び特徴教科の概要は以下の
通りである。
　［2013年度特徴語］：408語
　［特徴教科］
　　国語：86　社会：95　数学：26　理科：130
　　芸術：25　保体：12　技家：75　外語：5
　また 2013年度版特徴語の一覧を［別表 1］として
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本稿末尾に掲げた。表の項目は以下の通りである。
　通番、語彙素、語種、2013（2013年度版の総数）
　2005（2005年度版の総数）、特徴教科
　LB（図書館書籍のサブコーパスの語彙レベル）
　OC（web上の書き言葉のサブコーパスの語彙レ
ベル）
　［別表 1］の 408語は、2005年度版と比べて統計
上増加していると判断できる、2013年度版の一般
名詞である。ただし冒頭の「アイス」や「アイディア」
といった語で明らかなように、これらすべてが指導
すべき語であるとは言えない。そこでこれらの中か
ら指導すべきと考えられる語を精選するために、表
の項目にある語彙レベルを活用することにする。
５．語彙レベルの活用
　2013年度版特徴語として抽出した 408語を精選
するために、「語彙レベル」を活用する。「語彙レベル」
とは、国立国語研究所を中心に作成された「現代日
本語書き言葉均衡コーパス」の構成要素である、各
種サブコーパスに与えられた指標である。コーパス
内の各語について、累積度数の高い順に a～ eのレ
ベルが付与されている。田中（2011）の検証によれ
ば、図書館書籍のサブコーパス（LB）が一般的な
語彙の在り様を、web上の書き言葉（OC）のサブ
コーパスが日常的な語彙の在り様を表しているとい
う。その上で、図書館書籍のサブコーパスの語彙レ
ベルが高く（a、b）、かつ web上の書き言葉のサブ
コーパスの語彙レベルが低い語（d、e）の中に、学
習に必要な語があるとしている。こうした考えに依
拠し、語彙レベルをもとに精選した特徴語が次の
61語である。（表 11）
表11　2013年版特徴語・精選 61語
稲 作 円 高 温 室 絵 画 海 洋
仮 説 家 畜 技 法 空 中 原 始
考 察 公 正 高 層 公 民 固 形
コミュニティ コ ラ ム 採 択 作 物 山 地
産 地 山 林 色 彩 斜 面 出 荷
情 景 心 情 水 産 図 表 石 炭
脊 椎 題 材 対 立 探 究 炭 鉱
段 落 地 表 抽 出 著 書 通 貨
提 唱 展 望 同 心 土 砂 土 壌
取 組 ナトリウム 俳 句 批 評 描 写
標 本 広 場 貧 困 噴 出 平 野
盆 地 見 通 し 紋 様 冷 戦 連 邦
和 歌 ＊色付きは次節で扱う 10語
　表 11冒頭の「稲作」の語は、社会科の教科書に数
多く出現する語であるが、指導が必要な語であると
は言えない。また次の「円高」の語も社会科で多く
見られる語であるが、こちらは社会科の学習内容語
である。社会科の教科書で説明がなされている語で
あり、国語科で取り立てて指導する必要はない。
　対数尤度比検定、語彙レベルと言った実証的手法
を用いて語彙を選定しても、抽出語のすべてが指導
すべき語彙ということにはならない。客観的なデー
タと、教師や研究者の主観をいかに組み合わせるか
が語彙選定の従来からの課題である。本研究でもま
だその点に明確な答えを出せていない。ひとまずこ
こでは、特徴語の精選 61語の中から、国語科で指
導すべきと判断した 10語について考察する。
６．特徴語の検討
　前節表 11の中で、特に国語科で指導すべきと考
えられる 10語について検討する。各語の出現状況
を整理すると以下の通りである。詳しくは後述する
が、これらは主に国語科以外の学習に必要な語と、
主に国語科の学習に必要な語に大別できる。
①「仮説」
　2005年度版では 2回のみ（国語 1、保体 1）。
2013年度版では国語・社会を中心に 71回出現して
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いる。2005年度版全体（小・中・高）では 437回
出現していて、そのほとんどは高校理科での出現で
ある。
②「考察」
　2005年度版では 28回だったが、2013年度版では
社会、理科を中心に 128回出現している。2005年
度版全体（小・中・高）では 414回、高校社会・理
科で数多く出現している。
③「コミュニティ」
　2005年度版ではわずかに 2回出現であったが、
2013年度版では国語を中心に 25回出現している。
2005年度全体（小・中・高）では 21回出現。
④「コラム」
　2005年度版ではわずかに 1回出現であったが、
2013年度版では国語を中心に 14回出現している。
2005年度全体（小・中・高）では 52回出現。
⑤「採択」
　2005年度版ではわずかに 2回だったが、2013年
度版では社会を中心に 23回出現している。2005年
度版全体（小・中・高）では 78回、高校社会で数
多く出現している。
⑥「情景」
　2005年度版では 22回、2013年度版では国語を中
心に 86回出現している。2005年度版全体（小・中・
高）では 81回、高校国語、高校社会、高校芸術で
数多く出現している。
⑦「探究」
　2005年度版では 4回だったが、2013年度版では
保体を中心に 35回出現している。2005年度版全体
（小・中・高）では 294回、高校社会、高校理科で
数多く出現している。
⑧「抽出」
　2005年度版では 1回のみだが、2013年度版では
数学を中心に 23回出現している。2005年度版全体
（小・中・高）では 178回、高校数学、高校理科で
数多く出現している。
⑨「批評」
　2005年度版では 3回、2013年度版では国語を中
心に 40回出現している。2005年度版全体（小・中・
高）では 66回、高校国語で数多く出現している。
⑩「描写」
　2005年度版では 9回、2013年度版では国語を中
心に 67回出現している。2005年度版全体（小・中・
高）では 70回、高校国語、高校社会、高校芸術で
数多く出現している。
　⑴　他教科学習用語（「仮説」「考察」「探究」「抽出」
「採択」）
　自然科学の分野で一般的な用語であり、高校理科
で多く使用されていた「仮説」の語が、中学校の国
語科や社会科の教科書で新たに数多く使用されてい
ることが本調査で分かった。また「探究」の語は、
以前は高校社会科・理科で多く使用されていたが、
現在は中学保健体育科の教科書に多く使用されてい
る。
　また別に「抽出」は高校数学科、「採択」は高校社
会科、「考察」は高校社会科・理科で多く用いられて
いた語であるが、新たにそれぞれの科目の中学校教
科書で使用されている。
　これらの語は、新たに当該教科の中学校教科書に
多く見られるようになった語である。かつ、一般社
会で必要であり、生徒が日常的に使用する機会は少
ない語である。
　またこれらの語は、教科の内容そのものを示す語
ではない。しかし教科の内容理解や各教科における
言語活動のために必要な語である。
　例えば「採択」は、「京都議定書が採択された」な
どのように用いられる。「京都議定書」は社会科の
学習項目であり、それが温室効果ガス削減を先進国
に義務付けたものであることが、社会科の教科書本
文中に記されている。しかし社会の教科書の中で、
「採択」の語が説明されることはない。「採択」とは
「いくつかある中から選んでとりあげること」（『明
鏡』）である。つまり前提として複数の議案等があり、
その中から選ぶときに「採択」の語が用いられるこ
とになる。また議案などを取り上げる場合に使用さ
れることが多く、「採用」よりも用途が限定的である。
　こうした他教科の学習項目ではない、しかし他教
科の学習に必要な語を国語科で指導することができ
れば、言語の学習の場として、国語科が確かに他教
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科に貢献できたことになる。
　また「採択」の語を正しく理解することによって、
「京都議定書」がいくつかの議案の中から選ばれて
採用されたものであることを知ることができる。語
に対する理解をさらなる関心、例えば同時期にあっ
た他の議案は何かなど、につなげることができる。
また国語科の類義語の学習の中で、意図的に「採択」
と「採用」の違いを取り上げることで、「採択」の語
への理解を深めさせることもできるだろう。
　「仮説」等の語も同様である。すべての教科で言
語活動の充実が求められている中で、国語科で言語
活動の方法を指導することは当然のことである。し
かしそれだけではなく、言語活動のために必要な言
語そのものも指導しなくてはならない。活動、方法
が重視されるあまり、従来そうした言語そのものへ
の視点が欠けていた。冒頭で引用した「審議のまとめ」
にあるように、今後は言語そのもの、語彙への関心
も高まっていくと考えられる。
　論理的に考え、考えたことを発表していく。そう
した言語活動の中で「仮説」や「考察」の語は不可欠
である。次節で特に「考察」の語を取り上げ、その
学習指導について述べる。
　⑵　国語学習用語（「コミュニティ」「コラム」「情
景」「批評」「描写」）
　「コミュニティ」や「コラム」といった外来語につ
いては、河内（2016）で言及しているのでここでは
省略する。
　「情景」の語は、「描写」とともに以下のような文
脈で用いられる。
　　情景や人物を描写する語句や表現に着目し、登
場人物の心情や作者の意図を読み取る。（国語）
　中学校国語科の教科書で「情景」「描写」の語が増
加した背景には、「読むこと」の内実の変化があると
考えられる。現行の学習指導要領では、PISA調査
などの結果を受け、単に登場人物の心情などを読み
取るだけではなく、作者の意図や、表現上の工夫な
ども読み取ることが求められている。読み取る内容
の増加の結果、「情景」「描写」の語が増加したもの
と考えられる。
　「批評」の語の増加にも同様の理由があると考え
られる。「読むこと」の言語活動の一つとして新た
に「批評」が位置付けられたことが、「批評」の語の
増加の要因であろう。
　国語科に限らず、学習指導内容の変化を語彙の変
化から読み取ることができる。また語彙の変化に気
付くことで、学習指導の在り方について考えること
ができるようになる。例えば「情景」の語はすでに
小学校で指導している。小学校では、場面や風景に
表れた登場人物の気持ちを読み取ることができれば
よい。しかし同じ「情景」の語を中学校で扱う場合
には、その場面や風景に登場人物の気持ちを込めた
作者の意図や、登場人物の気持ちを場面や風景を込
めるために、作者が行った工夫などを読み取らせな
ければならない。指導する側が校種による語彙の用
法の違いを知ることで、その語彙に関する指導の内
容を整理し明確にすることができる。
７．「考察」の学習指導
　前節で記したように、「考察」の語は社会科と理科
の教科書で多く用いられている。まずその概況を述
べる。次に国語科での概況と「考察」を指導する意
義について述べる。その上で、「考察」の学習指導の
構想について述べる。
　⑴　社会科の「考察」
　2005年度版中学校社会科の教科書では、わずか 1
回の出現であったこの語は、2013年度版では 16回
となっている。
　「考察」は社会科において、教科の目標に用いら
れる重要な語である（7）。『中学校学習指導要領社会』
の中では、全部で 19回使用されている。
　後述する理科の「考察」と比べて特徴的なのは、
社会科の「考察」が「理解」の語とともに使われるこ
とである。「地理的分野」の目標では、「広い視野に
立って我が国の国土及び世界の諸地域の地域的特色
を考察し理解させ」とある。この「考察」と「理解」
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について、『中学校学習指導要領解説社会編』では次
のように記されている。
　　「考察し理解させ」、と考察と理解を合わせてい
るのは、「考察する」という学習の過程を経て「理
解させる」という意味であり、追究する学習を重
視するとともに、確かな理解に至る学習を展開す
ることを意味している。（23頁）
　ここにおいて「考察」は、「理解」のための過程で
あるとの認識が示されている。なお『中学校学習指
導要領解説社会編』では、解説文中に 116回も「考察」
の語が用いられている。
　⑵　理科の「考察」
　2005年度版中学校理科の教科書では、16回の出
現であったこの語は、2013年度版では 105回となっ
ている。「考察」というコーナーが新たに、教科書
の単元ごとに設けられたことが、語の頻度を急激に
高くした直接の要因である。
　その「考察」というコーナーが教科書に設けられ
た背景には、「考察」を重視した『中学校学習指導要
領理科』の改訂がある。「理科の改善の具体的事項」
（中央教育審議会答申、平成 20年）の中に、「生徒が
目的意識をもって観察・実験を主体的に行うととも
に、観察・実験の結果を考察し表現するなどの学習
活動を一層重視する」とある。なお『中学校学習指
導要領理科』の本文には 8回、『中学校学習指導要領
解説理科編』の解説文中には 65回、この「考察」の
語が用いられている。
　社会科と比べて特徴的なのは、「理科の改善の具体
的事項」の引用にあるように、「考察」の語が「表現」
とともに用いられていることである。
　「考察」とは、「物事の道理・本質を明らかにする
ために、よく調べて考えること」（『明鏡』）である。
「調べて考える」行為が、理科では「表現」の過程と
して位置付けられている。
　⑶　国語科の「考察」
　社会科、理科の増加に対し、中学校国語科の教科
書における「考察」の語は、2005年度版では 10回、
2013年度版では 5回と逆に減少している。『中学校
学習指導要領国語』にも『中学校学習指導要領解説
国語編』にも「考察」の語は出てこない。その一方で、
「理解」と「表現」の語は、2005年度版では 42と
142、2013年度版では 78と 272といずれも増加し
ている。
　また別に、国語における「考察」の語の使われ方は、
社会科、理科ともやや異なっているようである。
　「審議のまとめ」の少し前に出された「国語ワーキ
ングにおける取りまとめ（案）」（「平成 28年 5月 31
日教育課程部会国語ワーキンググループ資料 3」）
の中には、「自分の学習に対する考察（振り返り）」
といった文言が見られる。「振り返り」は言うまで
もなく、学習活動の最後に設定されるものである。
つまりこの国語科の「考察」は、社会科や理科と異
なり、「理解」や「表現」の学習が行われた後にする
べき行為を示していることになる。
　すでに述べてきたように、「考察」のように他教科
に特徴的で、かつ他教科の専門用語ではない語の指
導を国語科で指導するべきであると考えている。ま
た「考察」は、教科によって用いられ方が異なって
いる。文脈による使用の違いを学ばせる上でも、「考
察」の語の指導は有効である。
　また同時に「考察」は、国語科で理解力と表現力
を向上させるためにも必要な語である。先の「取り
まとめ（案）」の中には次のような記述がある。
　　理解したり表現したりしながら思いや考えを深
めることが重要であり、特に、思考を深めたり活
性化させたりしていくための語彙を豊かにするこ
となどが重要である。（16頁）
　これはアクティブ・ラーニング、主体的・対話的
で深い学び、の「深い学び」に関する記述である。
これから推進されるアクティブ・ラーニングが、単
なる言語活動にならないようにするためには、学び
の「深さ」への視座が肝要になる。理解・表現学習
のための「考察」、理解・表現学習を振り返る「考察」
が、学びを深めていく。そしてまた思考を深めるた
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めの手段であり、思考を深めることそのことでもあ
る「考察」の語について学ぶことは、学習者の認識
の力を高めることになるだろう。
　⑷　「考察」を学ぶ
　以下、「考察」の語の学習場面について述べていく。
　現行の『中学校学習指導要領国語』第 1学年の「伝
統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の中に、
「事象や行為などを表す多様な語句について理解を
深めるとともに、話や文章の中の語彙について関心
をもつこと」といった項目がある。また『解説国語編』
では、この項目で指導する語彙が「実際の言語活動
において、話や文章の中でどのように関連付けて使
用されているか、自分が理解したり表現したりする
ときにどのように活用すればよいかについて考えさ
せていくことが重要である」（41-42頁）と記され
ている。
　ここではこの項目に沿って学習場面を想定してみ
たい。
①「考える」と「考察する」の違いを考えよう
　まず、「考える」と「考察する」の違いについて考
えさせる。国語辞典（『明鏡』）には、「考える」は「あ
る物事や事柄についてあれこれと頭を働かせる」、
「考察（する）」は「物事の道理・本質を明らかにす
るために、よく調べて考えること」とある。「よく
調べて」という部分に、「考える」と「考察する」の
違いがあることを学習者に見出させたい。また漢和
辞典（『新漢語林』）を用いて「察」の字に「よく考え
る、調べ考える」などの意味が含まれていることか
ら、両語の違いを類推させることもできる。
②次の文の「考察」の違いを考えよう
　　ア　考察して理解する
　　イ　考察して表現する
　　ウ　理解・表現したことを考察する
　アが主に社会科、イが主に理科、ウが主に国語科
で用いられることを伝え、それぞれの教科で何を理
解し、表現することを求められているのかを教科書
で調べさせる。例えば「多くの方々の意見を聞き考
察を深め、地域の理解に努める」（社会科）といっ
た文と、「今日の自分の発表を振り返り、考察する」
（理科）といった文との、「考察」の意味合いの違い
について考えさせる。「考察」が理解と表現の前後
に用いられていることに気付かせたい。
③「考察」を用いた短文を作成しよう。また「考察」
のように、同じ言葉でも違う使われ方をする言葉を
探してみよう
　最後に「考察」の語を用いて表現をさせる。また①、
②の学習を活用して、他の語について使用法を考え
させる。こうした活動の際には、コーパスが授業の
中で有効な手立てとなり得る。「現代日本語書き言
葉均衡コーパス」のデータの一部を、国立国語研究
所・コーパス開発センターのホームページ内のソフ
ト「少納言」で、自由に検索させることができる（8）。
教科書のデータもその中に含まれている。授業にお
ける ICT活用の観点からも、学習者にコーパスを
利用させたい。
８．今後の課題
　今後は「考察」以外の語句についても学習指導に
ついて考察していく。次期改訂の方針と照応させた
系統的な語彙単元を確立していきたい。
［注］
 1　例えば「指導方法の不断の見直し」といった項目の中に、
「次期改訂が学習・指導方法について目指すのは、特定の
型を普及させることではなく」（18頁）と明記されている。
 2　松下佳代（2015）『ディープ・アクティブラーニング』（勁
草書房）には次のようにある。「学生が高次の思考に関わっ
たり、認知プロセスの外化を行ったりすることは、本来ア
クティブラーニングのもつべき特徴だが、そのためには前
提として、知識の習得や理解（内化）が不可欠である。」（24
頁）
 3　アクティブ・ラーニング推進の旗手である溝上慎一は、
溝上（2014）『アクティブラーニングと教授学習パラダイム
の転換』（東信堂）をはじめ様々な著書で、「講義はなくなら
ない」と明言している。
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 4　言語政策班の詳細は下記 HPを参照。
　　http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/bccwj/freq-list.html
 5　国立国語研究所・コーパス開発センター HP内の以下の
ページに詳しい。
　　http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/unidic/
 6　本研究における対数尤度比検定については、石川慎一
郎・前田忠彦・山崎誠（2010）『言語研究のための統計入
門』（くろしお出版）附属ファイルの更新版を、以下よりダ
ウンロードして活用した。
　　http://www.hucc.hokudai.ac.jp/~p16537/langstat/index.html
 7　『中学校学習指導要領社会』の教科の目標の冒頭に「広い
視野に立って、社会に対する関心を高め、諸資料に基づい
て多面的・多角的に考察し、我が国の国土と歴史に対する
理解と愛情を深め」とある。なお『学習指導要領』及び『学
習指導要領解説』は、文部科学省の HPを参照し、ブラウ
ザの「ページ内の検索」を用いて「考察」などの出現数を調
べた。
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/chu/
 8　5同様
　　http://www.kotonoha.gr.jp/shonagon/
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別表１　一般名詞 2013特徴語（＊色付きは精選 61語）
通番 語彙素 語種 2013 2005 特徴教科 LB OC
1 ア イ ス 外 45 9 国 社 b b
2 ア イ デ ィ ア 外 71 24 国 芸 a b
3 亜 鉛 漢 39 5 理 d d
4 青 色 和 46 11 理 b c
5 赤 色 和 47 10 理 c e
6 扱 い 和 26 6 a a
7 イ オ ン 外 262 1 理 b b
8 烏 賊 和 13 1 理 b b
9 意 義 漢 34 8 a c
10 育 成 漢 141 8 技 a c
11 育 苗 漢 20 3 技 c e
12 以 降 漢 81 28 社 a a
13 遺 産 漢 77 16 社 芸 a c
14 偉 人 漢 21 1 c d
15 イ ス ラ ム 外 61 10 社 a c
16 遺 伝 漢 114 20 理 a b
17 移 動 漢 310 123 社 理 a a
18 稲 作 混 45 14 b e
19 医 薬 漢 23 3 b c
20 彩 り 和 22 2 c d
21 陰 極 漢 34 2 理 d e
22 引 用 漢 67 7 国 a c
23 ウォッチング 外 22 4 技 c e
24 エ ア コ ン 外 21 3 技 c a
25 影 響 漢 425 196 社 理 技 a a
26 エ コ 外 26 5 技 c d
27 選 び 和 19 1 社 c c
28 塩 化 漢 213 16 理 c e
29 塩 酸 漢 124 29 理 c e
30 塩 素 漢 63 13 理 c d
31 円 高 混 16 1 社 b e
32 演 目 漢 20 1 d e
33 伯 父 和 42 12 数 a a
34 温 室 漢 46 12 社 b e
35 音 読 漢 22 3 国 e
36 買 い 和 12 1 c b
37 絵 画 漢 53 18 国 a d
38 階 級 漢 53 5 数 理 a c
39 解 決 漢 206 95 a a
40 会 見 漢 37 2 国 b c
41 海 水 漢 65 19 理 技 a b
42 開 発 漢 267 133 技 a b
43 海 洋 漢 59 16 理 b d
44 科 学 漢 263 111 理 a b
45 学 習 漢 798 385 社 理 技 a b
46 拡 大 漢 118 49 社 a b
47 各 地 漢 284 125 社 a c
48 確 認 漢 403 127 国 理 a a
49 下 降 漢 28 3 理 c d
50 箇 所 漢 47 11 社 技 a b
51 箇 条 漢 55 4 国 社 d d
52 ガ ス 外 181 86 社 a a
53 仮 説 漢 71 2 国 社 b d
54 加 速 漢 12 1 理 b b
55 傾 き 和 71 21 理 c e
56 家 畜 漢 53 7 技 b e
57 活 性 漢 49 8 社 a c
58 合 併 漢 24 5 社 a c
59 活 用 漢 369 194 社 技 a b
60 加 熱 漢 248 53 理 b b
61 剃 刀 和 18 3 c d
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62 仮 面 漢 14 1 芸 b c
63 為 替 和 16 1 社 b c
64 考 え 和 291 146 a a
65 環 境 漢 847 461 社 技 a a
66 関 係 漢 927 510 数 a a
67 観 点 漢 122 28 国 社 a c
68 関 連 漢 173 65 理 保 a a
69 気 圧 漢 231 94 理 b b
70 飢 餓 漢 20 3 社 c e
71 議 会 漢 88 33 社 a c
72 危 機 漢 42 12 社 a c
73 季 語 漢 20 2 国 c e
74 記 者 漢 32 4 国 a c
75 技 術 漢 703 257 理 保 技 a a
76 季 節 漢 197 88 国 a a
77 規 則 漢 96 38 理 a b
78 気 団 漢 50 11 理 e e
79 規 模 漢 135 61 理 a b
80 技 法 漢 60 13 国 技 b e
81 規 約 漢 15 2 b b
82 虐 待 漢 13 1 技 a b
83 キ ャ ベ ツ 外 40 11 理 b b
84 旧 暦 漢 33 6 国 c d
85 境 界 漢 38 11 a c
86 強 弱 漢 51 15 芸 c e
87 曲 想 漢 28 6 芸 e
88 キ ロ 外 17 1 国 a a
89 空 中 漢 26 6 社 芸 b d
90 具 体 漢 143 43 国 技 a a
91 工 夫 漢 720 393 国 芸 a b
92 訓 練 漢 22 2 社 a b
93 傾 向 漢 60 21 数 理 a b
94 掲 載 漢 20 3 a a
95 形 質 漢 77 13 理 c
96 形 状 漢 39 11 技 b c
97 形 成 漢 94 30 保 a c
98 形 態 漢 44 6 国 a c
99 携 帯 漢 97 16 社 理 技 a a
100 ケ ー キ 外 38 3 国 数 理 a a
101 結 果 漢 519 276 社 理 a a
102 喧 嘩 漢 23 3 国 a a
103 検 査 漢 74 18 数 技 a a
104 現 在 漢 506 240 社 理 a a
105 原 始 漢 23 3 国 b e
106 原 子 漢 391 161 理 a b
107 検 証 漢 15 1 国 b c
108 減 少 漢 103 29 社 理 a c
109 効 果 漢 302 89 国 社 理 芸 a a
110 硬 貨 漢 56 11 数 d d
111 口 語 漢 23 4 国 d e
112 考 察 漢 128 28 社 理 a e
113 向 上 漢 70 26 技 a b
114 降 水 漢 70 16 社 d e
115 公 正 漢 52 10 社 保 b d
116 鉱 石 漢 15 2 社 c e
117 高 層 漢 20 3 社 b d
118 高 地 漢 31 5 社 c e
119 公 民 漢 80 31 社 b d
120 効 率 漢 129 34 社 技 a b
121 コ ー ナ ー 外 31 8 b b
122 小 型 和 47 14 理 a b
123 国 産 漢 12 1 b b
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124 木 口 和 22 4 技 e
125 コ ケ 漢 21 4 理
126 固 形 漢 12 1 技 b d
127 誤 差 漢 18 3 理 c c
128 子 育 て 和 43 6 技 a a
129 古 代 漢 82 32 社 a c
130 骨 格 漢 46 14 理 b c
131 コ ッ プ 外 43 7 理 b b
132 古 典 漢 99 39 国 a c
133 木 端 和 23 3 技 c e
134 小 筆 和 14 1 国
135 コミュニティー 外 20 2 国 b e
136 コ ラ ム 外 20 1 国 b d
137 根 拠 漢 144 32 国 a b
138 昆 虫 漢 40 9 理 b c
139 コントロール 外 18 3 技 a a
140 財 産 漢 48 8 技 a b
141 採 択 漢 23 2 社 b
142 栽 培 漢 248 99 技 a c
143 削 減 漢 52 5 社 技 b c
144 酢 酸 漢 52 14 理 d e
145 作 物 漢 162 55 社 技 b d
146 サ ッ カ ー 外 59 19 技 b a
147 作 用 漢 82 22 理 a a
148 参 考 漢 368 151 国 技 a a
149 算 数 漢 17 1 数 c d
150 山 地 漢 76 19 社 b e
151 産 地 漢 37 8 技 b d
152 山 林 漢 26 4 国 b e
153 飼 育 漢 65 11 技 b b
154 支 援 漢 100 26 社 技 a b
155 時 間 漢 575 299 社 理 a a
156 時 期 漢 143 60 理 芸 a a
157 色 彩 漢 136 12 国 芸 b e
158 仕 組 み 和 316 141 社 理 a b
159 試 験 漢 177 82 理 a a
160 仕 事 和 381 140 理 a a
161 磁 石 漢 133 58 理 c d
162 辞 書 漢 35 6 国 外 b b
163 地 震 漢 273 138 国 a a
164 持 続 漢 74 6 社 理 技 b c
165 シ ダ 和 26 1 理
166 下 向 き 和 15 2 理 e e
167 室 温 漢 15 2 技 c c
168 実 験 漢 612 266 理 a b
169 質 量 漢 316 131 国 理 b c
170 地 面 漢 57 17 社 技 a c
171 社 会 漢 890 441 理 技 a a
172 社 説 漢 16 2 国 c e
173 斜 面 漢 102 32 理 a d
174 収 穫 漢 119 27 社 技 a c
175 週 間 漢 18 2 社 a a
176 周 期 漢 57 5 数 理 b b
177 住 居 漢 67 16 社 a c
178 宗 教 漢 97 29 社 a a
179 十 字 漢 35 7 社 a c
180 習 性 漢 12 1 技 c e
181 渋 滞 漢 17 1 社 c b
182 住 宅 漢 91 31 社 a a
183 重 箱 混 13 1 国 d e
184 修 復 漢 32 5 b b
185 重 力 漢 77 30 b c
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186 主 根 漢 12 1
187 出 荷 漢 37 7 社 b d
188 循 環 漢 125 54 数 b b
189 仕 様 混 21 1 a a
190 情 景 漢 86 22 国 b
191 症 候 漢 12 1 b c
192 少 子 漢 45 12 社 b c
193 少 々 漢 28 2 技 a a
194 上 昇 漢 117 45 a b
195 正 体 漢 23 3 理 b c
196 上 達 漢 20 1 国 c c
197 衝 突 漢 61 8 国 理 a c
198 消 費 漢 415 183 国 理 技 a a
199 上 部 漢 35 8 技 b c
200 将 来 漢 79 29 技 a a
201 浄 瑠 璃 混 23 2 国 c e
202 食 材 漢 40 12 b b
203 シ リ コ ン 外 19 1 理 d d
204 自 立 漢 103 43 国 社 a c
205 震 央 漢 24 2
206 進 化 漢 44 7 理 a c
207 心 情 漢 52 6 国 b d
208 振 動 漢 115 46 b b
209 人 物 漢 252 77 国 a b
210 推 敲 漢 36 7 国 d e
211 水 産 漢 68 23 技 b e
212 推 進 漢 41 11 保 技 a c
213 水 素 漢 281 98 理 b c
214 推 測 漢 44 11 数 理 a b
215 水 溶 漢 347 129 理 c d
216 ス ト ロ ー 外 46 7 理 技 c c
217 図 表 漢 34 3 国 b e
218 ス ポ ー ツ 外 328 115 保 a a
219 正 規 漢 18 1 社 b b
220 生 物 漢 502 207 技 a b
221 整 理 漢 259 120 国 a b
222 石 炭 漢 71 27 b e
223 脊 椎 漢 64 13 理 b e
224 石 油 漢 129 55 a b
225 設 置 漢 86 24 社 a b
226 説 明 漢 563 186 国 社 保 a a
227 セ ロ ハ ン 外 45 10 理 d e
228 先 住 漢 47 10 社 b c
229 先 人 漢 22 2 国 c e
230 相 違 漢 22 3 国 a c
231 増 減 漢 16 1 c d
232 相 似 漢 134 56 数 c e
233 相 対 漢 17 2 数 a c
234 速 報 漢 12 1 理 e d
235 側 根 漢 13 1 e
236 備 え 和 19 3 d e
237 祖 父 漢 45 1 国 a c
238 大 気 漢 187 62 理 b c
239 題 材 漢 28 6 国 b e
240 対 策 漢 179 55 理 技 a a
241 体 制 漢 42 11 社 a b
242 体 積 漢 179 80 理 c c
243 タ イ ミ ン グ 外 21 2 芸 b a
244 太 陽 漢 457 246 理 a b
245 大 陸 漢 184 83 a c
246 対 立 漢 89 30 社 a d
247 達 成 漢 45 12 理 a c
通番 語彙素 語種 2013 2005 特徴教科 LB OC
248 ダ ニ 和 20 1 理
249 探 究 漢 35 4 保 b
250 単 元 漢 25 2 理 e d
251 炭 鉱 漢 37 1 社 b
252 探 査 漢 35 3 国 理 c e
253 炭 酸 漢 80 25 理 c c
254 弾 性 漢 14 1 理 d e
255 団 体 漢 145 61 社 a a
256 段 落 漢 61 21 国 b d
257 地 球 漢 738 385 理 a a
258 知 識 漢 416 56 国 技 a a
259 地 表 漢 81 27 理 b d
260 地 方 漢 752 248 社 理 技 a a
261 地 名 漢 49 10 社 a c
262 着 目 漢 125 16 国 c e
263 抽 出 漢 23 1 数 b d
264 注 目 漢 140 40 社 芸 保 a b
265 朝 貢 漢 31 3 社 c e
266 著 書 漢 68 22 国 b d
267 通 貨 漢 46 7 社 b d
268 通 話 漢 13 1 c b
269 津 波 和 44 12 c c
270 提 案 漢 127 49 社 a c
271 提 唱 漢 13 1 b e
272 低 地 漢 12 1 c e
273 程 度 漢 173 79 社 a a
274 テ ー マ 外 344 152 国 理 芸 a b
275 出 方 和 18 1 数 e e
276 デ ザ イ ナ ー 外 14 1 b c
277 デ ザ イ ン 外 198 66 国 芸 a a
278 デ ジ タ ル 外 73 11 技 a a
279 哲 学 漢 22 4 a c
280 手 回 し 和 34 7 理 e e
281 電 極 漢 49 5 理 d e
282 電 子 漢 274 119 理 a a
283 伝 統 漢 253 110 社 a c
284 展 望 漢 34 1 数 b d
285 電 流 漢 548 303 理 b b
286 電 力 漢 125 50 理 b b
287 度 合 い 混 15 1 理 b c
288 等 圧 漢 17 1 理 e e
289 投 影 漢 37 7 数 c d
290 動 画 漢 30 5 技 d a
291 同 心 漢 18 1 国 b e
292 導 入 漢 45 9 技 a b
293 読 書 漢 115 35 国 b c
294 特 徴 漢 526 199 国 社 理 芸 a b
295 特 定 漢 58 19 a a
296 都 市 漢 402 213 a b
297 土 砂 漢 38 11 理 b e
298 土 壌 漢 35 7 技 b d
299 度 数 漢 58 3 数 e c
300 取 り 組 み 和 133 28 社 技 b d
301 ド ル 外 31 6 社 a b
302 ナ イ フ 外 32 7 a c
303 ナ ト リ ウ ム 外 234 58 理 b d
304 入 館 漢 12 1 数 d e
305 狙 い 和 74 11 理 芸 a c
306 年 間 漢 116 23 国 理 技 a a
307 ノンフィクション 外 17 2 国 c e
308 俳 句 漢 74 27 b e
309 背 景 漢 89 35 a b
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310 廃 材 漢 13 1 芸 e e
311 排 出 漢 123 32 社 理 保 b b
312 パイナップル 外 26 1 国 d c
313 波 形 漢 21 1 c
314 発 行 漢 71 27 社 a a
315 発 射 漢 12 1 理 b c
316 発 生 漢 499 159 数 理 a a
317 発 想 漢 50 14 国 芸 a c
318 発 展 漢 398 136 理 技 a b
319 発 電 漢 386 169 理 技 b c
320 バ ネ 和 81 30 理
321 場 面 混 218 105 国 a b
322 バ リ ウ ム 外 25 5 理 e d
323 範 囲 漢 130 58 数 a a
324 犯 罪 漢 57 17 保 技 a a
325 半 島 漢 103 42 理 a b
326 反 応 漢 250 122 理 a a
327 被 害 漢 162 74 a a
328 一 言 和 54 18 外 a a
329 批 評 漢 40 3 国 b d
330 美 容 漢 15 1 国 b a
331 描 写 漢 67 9 国 b d
332 標 本 漢 64 4 数 b d
333 昼 間 和 42 10 理 a b
334 広 場 和 73 20 理 a d
335 貧 困 漢 34 1 社 b d
336 品 種 漢 21 3 a c
337 負 荷 漢 26 3 技 b c
338 付 近 漢 179 63 理 a b
339 複 数 漢 81 30 a a
340 部 首 漢 31 4 国 e
341 フ ラ イ 外 36 1 国 b b
342 プラスチック 外 169 78 理 b b
343 浮 力 漢 28 2 理 d e
344 プ レ ー 外 20 2 保 a a
345 ブ ロ ッ ク 外 29 5 技 b b
346 雰 囲 気 漢 56 14 芸 a a
347 文 化 漢 656 310 社 技 a b
348 分 子 漢 141 64 a b
349 噴 出 漢 35 8 社 b d
350 文 章 漢 399 210 国 a a
351 分 数 漢 31 6 数 e c
352 平 野 漢 64 11 社 b e
353 ペ ッ ト 外 128 42 理 技 b a
354 変 化 漢 1305 740 社 芸 a a
355 変 換 漢 162 61 理 技 b a
356 防 災 漢 56 8 社 理 c d
357 放 射 漢 41 10 a b
358 放 電 漢 43 12 理 c c
359 防 犯 漢 43 2 社 c c
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360 方 法 漢 905 515 理 a a
361 北 部 漢 59 21 社 a c
362 保 障 漢 169 74 社 a b
363 ボ ト ル 外 132 34 理 技 b b
364 哺 乳 漢 26 6 b b
365 盆 地 漢 42 6 社 b e
366 本 当 漢 59 9 国 a a
367 本 文 漢 115 24 国 外 a c
368 マ イ ナ ス 外 71 6 数 理 a a
369 摩 擦 漢 78 26 理 b c
370 真 下 和 14 1 c e
371 学 び 和 57 11 芸 c e
372 密 度 漢 92 34 理 b c
373 見 通 し 和 47 8 国 b d
374 身 の 回 り 和 111 39 芸 c c
375 土 産 和 14 1 国 b b
376 魅 力 漢 83 29 国 a a
377 眼 鏡 和 66 10 理 技 a b
378 メ タ ル 外 26 2 理 d c
379 雌 花 和 18 3 d
380 目 標 漢 310 10 国 技 外 a b
381 持 ち 運 び 和 12 1 d d
382 モ ラ ル 外 17 1 技 b c
383 紋 様 漢 30 7 芸 b e
384 役 割 混 263 132 a b
385 要 因 漢 79 25 技 a c
386 溶 液 漢 99 36 理 c e
387 陽 極 漢 20 2 理 d
388 預 金 漢 33 4 社 a b
389 予 想 漢 134 59 理 a b
390 読 み 和 74 5 国 b b
391 落 下 漢 38 8 数 b c
392 理 解 漢 314 121 芸 技 外 a a
393 リ ズ ム 外 172 81 国 a b
394 リ ッ ト ル 外 47 1 数 b b
395 理 由 漢 228 101 社 a a
396 硫 酸 漢 77 6 理 c e
397 粒 子 漢 99 5 理 b c
398 リ ユ ー ス 外 12 1 e
399 流 氷 漢 50 1 国 d e
400 ル ー ト 外 25 5 a b
401 レ ア 外 26 1 理 技 c c
402 冷 戦 漢 37 10 社 b e
403 連 邦 漢 55 15 社 a d
404 露 地 漢 14 1 技 c
405 論 理 漢 31 6 国 a c
406 和 歌 漢 66 23 国 b e
407 和 紙 漢 32 3 芸 c e
408 割 り 箸 和 15 1 e d
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